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令和 5年度大阪市立小林斎場及び佃斎場事業報告書 

 

施設概要 

施 設 名 大阪市立小林斎場 

所 在 地 大阪市大正区小林東 3-12-8 

施 設 規 模 
構造 鉄骨鉄筋コンクリート造 

敷地面積 5,647㎡ 建物面積 1,299㎡ 

  主 な 施 設 

炉前ホール、火葬炉 10炉、大式場、小式場、親族控室、宗

教者控室、遺体安置室、市民休憩室、事務室、駐車場（バ

ス 2台、自家用車 25台） 

 

施 設 名 大阪市立佃斎場 

所 在 地 大阪市西淀川区佃 6-4-18 

施 設 規 模 
構造 鉄筋コンクリート造 

敷地面積 3,090㎡ 建物面積 761㎡ 

  主 な 施 設 
炉前ホール、火葬炉 4炉、式場、親族控室、宗教者控室、遺

体安置室、市民休憩室、事務所、駐車場（15台） 

 

指定管理者 

団 体 名 おおさか斎苑管理グループ 

主たる事務所の所在地 三重県四日市市朝日町 1番 4号 

代 表 者 職務執行者 斎藤 孝宏 

指 定 期 間 令和 5年 4月 1日から令和 10年 3月 31日まで 

報告対象期間 令和 5年 4月 1日から令和 6年 3月 31日まで 

担 当 者 湯地 尚輝      （現地）野口 浩明 

連 絡 先 059-359-7670      （現地）06-6551-0402 
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1 指定管理業務の実施状況 

（１）管理運営方針 

① 平等・公平・公正が客観的に担保された運営及び、全国的組織力と地元力を掛け

合わせた管理体制、火葬炉に精通した職員を常駐させた継続運転による「安定

性」 

② 業務習熟度の高い地元雇用職員の継続配置、管理水準の維持及び、遺族心情に配

慮したきめ細やかな接遇での満足度の高いサービスの提供、施設特徴を熟知した

責任者による正確な指示と情報共有体制を維持した「高水準」 

③ 大阪市との信頼関係を深めたパートナーとしての取り組み及び、市内全体の火葬

需要に対応できる人材とノウハウの提供、市内他斎場との連携を強化し、非常時

には指定管理者の枠を超えての対応を掲げた「パートナーシップ」 

④ 全国規模の広域的応援体制によって未曽有の事態内での安定稼働及び市内他斎場

の業務習熟を推進し、応援要請に対応できる組織構築、当施設業務を経験した本

部社員を増やした、即応バックアップ体制の強化を掲げた「組織力強化」 

⑤ 周辺住民との共存による斎場施設のイメージアップ及び民家や学校、工場など、

近隣の皆様が安心できる施設運用、小林斎場の建替計画を理解し、工事時期間の

安全性・安定稼働への尽力を掲げた「更に地域に根付く」 

 

 上記 5項目を基本方針とし、これまでに各団体がそれぞれの受託事業を通じて

培ったノウハウや収集した情報、満足度の高い評価をいただけた方策の全てを盛

り込むことで、「現状の業務水準・サービスを維持する」のではなく、「更に高度

化した新しい水準での管理運営」を目指し、管理運営を実施しました。 

 

（２）平等利用の確保 

地方自治法に定める公の施設の運営代行者であることを認識するとともに正当

な理由なく施設利用を拒むことやコンプライアンスに基づいた宗教や性別、居住

地、年齢等による一切の差別又は優遇をしない、「特定の個人、団体に対し利害を

与えない」管理運営を図りました。 
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（３）配置される職員体制等 

① 職員の配置状況（令和 6年 3月 31日現在） 

役職名 小林斎場 佃斎場 

統括責任者 1名 - 

現場責任者（斎場長） 1名 1名 

現場責任者補佐 1名 1名 

火葬業務主任 1名 1名 

火葬業務員兼事務員 4名 2名 

事務員 1名 2名 

 上記人員配置のうち、火葬業務員は小林斎場・佃斎場を兼務し、両斎場で安全

な業務遂行と良好なサービスを提供できる体制を整えました。 

また、火葬業務員が事務業務を兼務することで状況に合わせて各部門に適正人

員数を配置できることに加え、部門間での情報共有の円滑化、全体的なサービス

水準の向上に繋げることができました。 

統括責任者が現場全体の管理を行っているうえで、現場責任者及び現場責任者

補佐は各部門業務にも従事し、各業務の水準点検を日々行い、要望やご意見を即

時反映し、サービス向上をし続ける体制で実施致しました。 

更に、小林斎場、佃斎場の配置人員の他、グループ本部等からの応援要員 7名

から適宜必要な人員を配置し、適正なシフト管理を行いました。 

② 研修の実績 

各種研修は研修計画に基づき実施いたしました。研修項目は下表のとおりです。 

新規雇用者対象研修 コンプライアンス研修 

個人情報保護研修 

人権研修 

火葬、葬儀の知識研修 

基本的な設備の取扱研修 

マナー研修 

グリーフケア研修 

基本的な接遇研修 

専門性向上研修 普通救命研修 

コンプライアンス研修 

個人情報保護研修 

人権研修 

マナー/接遇研修 

各種トラブル対応研修 

防犯訓練/防災訓練 
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火葬技術向上研修 

火葬炉メンテナンス研修 

グリーフケア研修 

新規雇用者研修の実地研修は当社規程による試用期間（最大 3ヶ月間）を利用し

て事務業務研修、炉前業務研修、火葬炉運転業務研修を実施し、統括責任者もしく

は各現場責任者立ち合いによる内部試験に合格した後に実業務に従事させました。 

座学研修に加え、服装管理や様々なマナー関連、その他トラブル・クレーム事案

の対応等に関しては日々の朝礼、個別面談、各種ミーティングを通じて指導いたし

ました。 

 

（４）斎場使用の許可に関する事項 

① 予約受付業務 

電話で受付をする多数が、死産児の予約であり、分娩後すぐの予約もあるこ

とから予約される方の心情によりそった丁寧な言葉遣いを心がけ真摯に対応

しました。 

② 斎場使用許可業務 

斎場使用許可業務では、火葬許可証を含めた各種申込書等と予約内容に間違

いないかを 2名以上の職員で確認（ダブルチェック）し、必要書類等に不備

がある場合は、担当区役所等と調整の上、担当の葬祭業者に訂正を依頼する

など、適正な処理に努めました。 

また、かま札の取り扱いでは、故人の名前の間違いが無いよう、文字の詳細

に至るまで職員と葬祭業者の双方での確認を必須とし、要望に合わせて柔軟

な対応に努めました。 

③ 火葬簿等作成業務 

作成にはパソコンを使用し、作成するものの使用しているパソコンはインタ

ーネット等に接続しないパソコンを使用することで個人情報漏えい対策を講

じると共に作成・出力した火葬簿においては作成者と確認者のダブルチェッ

クにおいて不備や間違いが無いよう努めました。 

④ 使用料等徴収業務 

公金取扱マニュアル及び公金取扱フローを遵守した、徴収ミス、不正防止、

防犯の 3点において不備のない措置に勤めました。 

⑤ 式場管理業務 

使用許可においては、斎場使用許可業務同様の適正な措置に努めるとともに

使用後点検においては点検チェックマニュアルを用いてチェックし、適正な

管理に努めました。 

 



7 

 

⑥ 証明書発行業務 

各種ルールを徹底するとともに火葬証明書の発行においては、検索段階から

間違いの無いよう必要な情報を相違なく聴取し、作成後はダブルチェックを

必須とした適切な対応に努めました。 

⑦ 緊急時夜間受付対応業務等 

一次受付対応は、機械警備委託会社に委託するものの、二次対応へは委託会

社へ緊急連絡先として登録した電話番号への連絡をとり統括責任者及び現場

責任者が急行することで適切に対応した。 

 

（５）火葬業務に係る事項 

① 火葬炉設備運転管理業務 

故人の尊厳をお守りすることを第一とした丁寧な火葬を心掛けるとともに、

可視煙及びダイオキシン類等の発生防止を考慮し、環境に配慮した火葬に努

めました。 

また、火葬炉設備機器の点検、整備、清掃、修理等を適切におこなうことで

火葬炉使用不可になるような事案を最小限に抑えることに努めました。 

② 棺受入、収骨業務 

安全性・確実性を最優先とした指導をし、そのうえで丁寧かつスムーズな業

務遂行に努めました。炉前ホールですべての儀式を行う施設構造を考慮し、

すべての御遺族への平等利用を確保できるよう努め、満足して頂けるように

努めました。 

③ 遺体預かり業務 

霊安室からの出棺時にご遺体の取違いをしないよう、ご遺体を安置する際

に、葬祭業者との名前の相互確認をおこない、出棺時までお棺の上にかま札

を置いておくことで適切な対応に努めた。 

④ 残骨灰等処理業務 

残骨灰等は回収までの間、定められた場所にて適切な保管に努めた。 

飛灰については、仕様書に基づき適切に処理をした。 

⑤ 遺骨保管業務等 

保管時には、ラベルの作成者及び収骨担当者のダブルチェックを行い、引き

渡し時には、引渡し担当者及び引取者でのダブルチェックを行うことでご遺

骨間違いを防ぐなど適切な運用、管理に努めた。 
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（６）建物及び付帯設備の維持保全に係る事項 

各種保守点検、定期作業等は仕様に基づき実施いたしました。実施月は事業計

画書の計画に基づき実施し、適正な管理に努めました。 

 また、不具合の早期発見、早期修繕を心掛け、下表の修繕を実施しました。 

4月度 火葬炉設備修繕 

5月度 火葬炉設備修繕 

6月度 火葬炉設備修繕、事務所エアコン新設 

7月度 ウォシュレット修繕 

8月度 小便器ピストンバルブ交換 

10月度 火葬炉設備修繕 

11月度 火葬炉設備修繕、非常用警報バッテリー取替 

12月度 火葬炉設備修繕、炉前扉既設錠加工修理 

2月度 火葬炉設備修繕、ガス漏れ配管新設工事 

 

 

（６）その他斎場の管理に係る事項 

① 使用者満足度の調査業務 

利用者からの苦情、意見、要望を頂けるよう、小林斎場及び佃斎場の市民休

憩室にアンケートボックスを設置するとともに新たに Webアンケートを導入

しました。 

アンケート回答数は小林斎場 95件、佃斎場 33件（内、webアンケート 小

林斎場 25件、佃斎場 12件も含む）であり、「非常によかった」「よかった」

という評価を 98％ の方から頂きました。 

アンケートで頂いた内容には「すごい気を使ってくれて、親切で感じよくて

心よくできました。」「職員さんの対応がすごく親切でうれしかったです。」

などのお褒めの言葉を頂きました。 

また、具体的なご意見は記載されておりませんでしたが、「良い」以外の評

価を頂いたことを真摯に受け止め、サービス水準向上に取り組みました。 

アンケート以外でも利用者が声をかけやすい環境作りに努め、直接の依頼等

だけではなく、会話の中で気になったことなどにも、その場その場で何かで

きることはないかを考え、対応できるよう、日頃から利用者の声に耳を傾け

る職員の育成に取り組みました。 
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2 利用状況 

 

（１）月別開場日数（小林・佃斎場） 

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月  

開場日数 30日 31日 30日 31日 31日 30日  

月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 

開場日数 31日 30日 31日 30日 29日 31日 365日 

 

（２）月別火葬件数（単位：件） 

【小林斎場】 

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月  

火葬件数 471件 460件 421件 459件 489件 476件  

月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 

火葬件数 494件 472件 438件 433件 411件 379件 5,403件 

【佃斎場】 

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月  

火葬件数 165件 147件 150件 163件 200件 188件  

月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 

火葬件数 196件 198件 215件 210件 203件 214件 2,249件 

 

（３）月別式場利用件数（単位：件） 

【小林斎場】 

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月  

利用件数 52件 68件 41件 26件 59件 42件  

月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 

利用件数 55件 50件 53件 31件 39件 39件 555件 

【佃斎場】 

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月  

利用件数 15件 7件 5件 12件 12件 12件  

月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 

利用件数 9件 14件 8件 6件 9件 11件 120件 
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3 実施事業・自主事業 

 

事業計画書に基づき小林斎場に 2台、佃斎場に 1台の自動販売機を設置いたしまし

た。 

 

 

 

4 収支決算状況                         （単位：円） 

収 入（項目） 内 訳 金 額 

 
管理代行料 指定管理料収入 172,290,924 

自動販売機収入 自動販売機手数料 365,340 

清算項目清算金 電気代、ガス代、燃料代の清算 3,847,237 

 
収入合計（A）  176,503,501 

支 出（項目） 内 訳 金 額 

 

人件費 給与、通勤手当、法定福利費 74,336,160 

事務費 
福利厚生費、消耗品費、事務用品

費、雑費、通信運搬費、保険料 
3,863,935 

管理費 各点検費用、修繕費 16,947,434 

光熱水費 電気代、ガス代、水道代、燃料代 68,136,263 

その他経費 
共通経費、サービス向上費、間接管

理費、消費税及び地方消費税 
11,552,813 

 支出合計（B）  174,836,605 

収支（A）－（B）  1,666,896 

 

  



11 

 

5 その他 

（１）サービス向上 

葬祭業者各社や御遺族、ご会葬者の方々から頂くご意見を職員ミーティングで取

り上げ、サービス向上策に取り入れることで、「利用者のための斎場運営」に取り

組みました。 

職員ミーティングは朝礼、業務終了時の現場責任者による個人面談に加え、各斎

場で定例会議を実施し、各種事案の対応検証、各種マニュアルの検証・見直し、新

規雇用者研修等の進捗確認等を行いました。 

更に、統括責任者は当グループ代表団体が指定管理者となっている他自治体斎場

施設の各責任者と本部担当課職員等による合同会議に出席し、情報やノウハウの共

有をし、当該施設の業務水準向上に繋げました。 

小林斎場の改修工事時において、大阪市環境局との協議の上で出来る限り件数制

限をかけずに運用することで出来得る限りのサービスの向上に努めました。 

 

（２）市費縮減に係る取組状況報告 

事業計画書、各種縮減方策に基づき、市費縮減に努めました。 

消耗品等の管理担当者を定め、無駄のない管理による消耗品費の縮減に努めまし

た。また、御利用者が不快に思わない程度のエアコンの温度設定ならびに御利用者

利用外の施設の電球・蛍光灯間引きによる電気料金の削減、日毎の火葬炉設備や付

帯設備の点検、修繕を行う事による設備及び施設の長寿命化に日常的に取り組みま

した。 

 

（３）利用者からの苦情、意見、要望への対応状況報告 

利用者から頂いた苦情、意見、要望等は毎月 1回開催している月例報告会におい

て環境局に報告し、対応が適切であったかを協議、確認いたしました。 

また、大きな事故・苦情・トラブルの無い管理運営ができており、頂いたご意見

を反映させることでサービス向上に努めることができました。 

 

（４）関係機関との連携状況等 

毎月 1回開催している月例報告会において環境局と詳細な業務状況の報告、ご

意見や苦情等の内容報告と対応についての協議等を行っている他、突発的な事故

等について遅滞なく報告・連絡・相談を行うよう努めました。 

また、業務遂行上で取り入れられるサービス向上策等を環境局及び瓜破斎場、

北斎場、鶴見斎場と互いに共有し、意見交換等を行うことで大阪市の斎場事業全

体の水準向上に繋がる連携が図れたと考えております。 

当該施設を利用される葬祭業者とは窓口、電話等にて火葬業務上必要な情報等
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を事前に頂くよう協力を求める他、利用者（御遺族、会葬者）からのイレギュラ

ーな要望等に対して、公、民の両面から調整を図ることで解決策を見いだせるよ

う連携を図りました。 

災害対策に関しては、令和 5年度大阪市震災総合訓練に伴い、大阪市と協議のう

え、大阪市からの実施要領に基づき地震発生後の被害状況の把握に努め、被災者の

救護措置や二次災害の防止を図るため、職員の行動などを検証、確認することを目

的に現地訓練を実施しました。 

 

（６）個人情報保護への取組状況 

大阪市個人情報保護条例（平成 7年大阪市条例 11号）及び大阪市情報公開条例

（平成 13年大阪市条例 3号）の趣旨を踏まえ、適正な取り扱いに努めました。 

グループ本部には「上級個人情報保護士」の有資格者を配置し、より適正な取り

扱いに務めております。 

斎場施設での個人情報の保護は、故人の情報から遺族の情報が特定できるため、

故人の情報も保護対象とし、苗字のみでも保護の対象としております。 

そのため、本人の同意を得た場合を除き、当斎場施設での業務上必要な利用目的

以外での閲覧、複写等を一切禁止しております。 

データ（パソコン本体含む）の持ち出し禁止、パソコンの暗証番号による起動、

個人情報を含む資料を保管する部屋の施錠管理、事務所内への部外者の立ち入り禁

止など適正な管理をしております。 

 

（７）新型コロナウィルス感染症への対策と対応 

新型コロナウィルス感染症が利用者に蔓延しないよう、施設内に消毒液を設置

し、換気を行うなどの対策を実施しました。また、注意喚起を呼びかけるポップ等

を市民休憩室等に継続的に設置しました。 

令和 5年 5月度に 5類感染症に引き下げになったため令和 2年 2月に発足した

「新型コロナウィルス対策本部」は解散としたものの、上記対策を継続させること

で蔓延防止に努めました。 

  

 

 


